
令和７(2025)年７月16日(水)

オンライン形式（Zoom）

栃木県と商工３団体及び東京海上日動火災保険株式会社は、「栃木県BCP策定支援に関する協定」を締結し、県内事業者に対し個別に具体的なBCP策定支援に取り組んでいます。

どこから手をつければよいのか？
大規模災害対策

～実効性の高いBCPを策定するためのコツ～

県内の中小企業・小規模事業者

BCP（事業継続計画）を策定することにより、地震や水害等の自然災害や新型感染症の
拡大など、緊急事態に直面した際にも、その影響を最小限に抑え、事業活動を早期に復旧、
継続させることが可能となります。この計画があることで従業員や会社を守り、取引先か
らの信頼を得るものと繋がっていきます。

「BCPの作成をどこから手をつければよいのか？」「どこまで整備すればよいのか？」と
いった疑問をお持ちの方、「他社のBCP策定の様子を聞きたい！」「取り組んだきっかけ
が知りたい！」とお考えの方は、ぜひご参加ください！

栃木県BCP策定支援プロジェクト主催セミナー

会 場

対 象

日 時

13：30～16：00

申込方法

ＢＣＰ（事業継続計画）セミナー

セミナー詳細は裏面へ

【運営・お問合せ先】（公財）栃木県産業振興センター 総務企画部 研修広報チーム
TEL：028-670-2606 FAX：028-670-2616 E-mail：kenshu@tochigi-iin.or.jp


ಈ

定員
100名

東京海上日動火災保険株式会社 （一社）栃木県商工会議所連合会 栃木県商工会連合会 栃木県中小企業団体中央会

①「とちぎ地域企業応援ネットワークポータルサイト」での申込

② FAXまたはE-mailでの申込
裏面の申込書に必要事項を記入し、
お申込みください。

右記のQRコードもしくは下記URLからお申込みください。
https://tochigi-network.com/event/2797

県内企業の支援機関職員、市町職員



(公財)栃木県産業振興センター 総務企画部 研修広報チーム宛て

FAX：028-670-2616 E-mail：kenshu@tochigi-iin.or.jp

参加にあたっての注意事項

・参加申込書等の個人情報は、本セミナーの運営及びプロジェクトによる策定支援を行うために利用させていただき、
その他の目的には使用しません。

・本セミナーはWeb会議システム「Zoom」を使用します。７月11日（金）にZoomID等を申込時に登録いただいた
メールアドレスへ送信します。

・ご視聴環境は参加者様側でご準備ください。(使用端末にカメラ・マイクが付属していない場合でも参加可能です）
・携帯端末を使った演習を予定しておりますので、 二次元バーコード（QRコード）を読み取る
ことのできる端末をご用意ください。（携帯端末のご使用は任意です）

・講義中の録音、録画、撮影は禁止されておりますので予めご了承ください。
・セミナー終了後にアンケートを予定しておりますので、御協力ください。

業種ふりがな

名従業員数
企業・
団体名

〒 -
所在地

（ ） -FAX（ ） -TEL

E-mail

ふりがな
部署
役職

参加者
氏 名

□栃木県からの案内（HP等） □東京海上日動火災保険㈱からの案内
□県内商工団体からの案内〔商工団体名 〕
□その他〔 〕
※該当する□にチェックを入れてください。

アンケート
(セミナーを
知ったきっ
かけ)

BCPセミナー参加申込書

リスクマネジメントや危機管理、ＢＣＰ（事業継続
計画）を中心に、一般企業をはじめ官公庁、自治体、
医療機関、福祉施設などの
コンサルティングや研修、
リスクアセスメントなどを
行っている。
これまで、研修やコンサル

ティング、アセスメント等で
関わった案件数は3,000件を
超える。その中には、東日本
大震災で早期復旧を果たした
企業の策定実績もある。

〔第１部〕講演 （90分） 〔第２部〕事例発表・パネル

ディスカッション（40分）

事例発表・パネリスト企業：
シンテックス株式会社

専務取締役 八木澤 仁 氏

BCPの必要性・要点・メリットなど基本的な
内容のほか、大規模災害に対して具体的に会社
がどのようなことをすればよいのかを、わかり
やすく説明します。

実際にBCPを策定した事業者の方から取組内容
を紹介いただくとともに、講師を交えたパネル
ディスカッションも行います。

講師：株式会社フォーサイツコンサルティング

代表取締役社長 浅野 睦 氏
（一般財団法人リスクマネジメント協会 理事）

1971年の創業以来、精密機械板金の技術と知識を活
かしたものづくりに取り組み、医療機器（X線CTスキャ
ナー・超音波診断装置・MRI等）や送変電機器（開閉装
置・変圧器等）などの機械板金部品
を、多品種少量生産に対応した体制
で一貫製造。
また、自社ブランドのいす式階段

昇降機「タスカル」、段差解消機
「タスカルりふと」の開発・製造・
販売を行い、昨年度にはベトナム
に現地法人を立ち上げ、「タスカル
シリーズ」の生産体制強化と販路
拡大に取り組む。

令和７(2025)年 月 日


